
ミニガイド報告 

                                            記 Ｔ 

○森のフシギさがし 

 

１． 日時：２０２４.２.４(日)     １０：００～１２：００           天気 曇り  

２．リーダー：Ｔ                ききみみメンバー：1名 

３．参加者数：大人 ３名  子供 ４名                  対象者：４歳以上 

４．ねらい：冬の寒さや乾燥に耐えながら春を待つ冬芽の様子を観察する。  

５．活動場所：多目的ルーム～チョウの庭～芝生広場～水飲み広場～駐車場～多目的ルーム 

６．活動内容：いろいろな冬芽や葉痕について理解を深め、寒い冬を生きぬく樹木のたくましい姿を観察する。  

 

時間・場所       内            容 

１０：００ 

多目的ルーム 

 

 

 

 

 

 

１０：３０ 

チョウの庭周辺 

 

芝生広場 

 

 

 

水飲み広場 

 

駐車場 

１１：３０ 

多目的ルーム 

 

１２：００ 

・自己紹介 

・活動の流れを説明 

〇いろいろな形態の冬芽を紹介する。（写真提示） 

・ワークシート「はるをまつふゆめ～ビンゴ」を配布し、１～８の数字をランダムに記入。 

・冬芽（１ コブシ）を手に取り、芽の様子や葉痕などを確かめる。虫メガネを活用。 

 問題１～８の中からあてはまる冬芽の数字を〇で囲む。①毛皮のコートみたいだね 

 １の数字を〇で囲み、コブシの冬芽をスケッチ：けがわのコートみたいだね（問題） 

〇問題にあてはまる冬芽を探し、スケッチする。 

・２ アラカシ：冬芽が5、6個集まっている。 

・３ クサギ：うさぎの顔に見える葉痕は写真資料で補足しながら探す。 

・ヒイラギ：疼ぐ（ひりひり痛む）に由来。老齢樹の葉は全縁。（クイズ番外） 

・４ ネジキ：2個の芽鱗は紅色 

冬芽三択クイズ：冬芽が赤い理由（赤い色で芽を守っている。） 

・５ ヤマザクラ：多数の芽鱗 

・ヒサカキ：花芽（丸い）と葉芽（細長い）を観察。（クイズ番外） 

・６ イロハモミジ：枝先に仮頂芽が2個、側芽は対生。   

・７ オオバヤシャブシ：裸芽、雄花序はべたついて乾燥防止（写真資料提示） 

・８ ヤブツバキ：冬芽、種子が落ちたあと 

・ワークシートのスケッチに色をぬって完成させ、シールをはる。 

〇ヤブツバキやオオバヤシャブシ、アジサイの冬芽を半切して、実体顕微鏡で観察する。 

・イヌマキの葉で手裏剣作り 

・アンケート、解散 

 


